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「
品
質
表
示
」
な
ど
の
事
業
化

実
現
へ
向
け
て
の
取
り
組
み
本
格
化

新
し
い
時
代
の
全
宗
協
へ
大
き
く
動
き
出
す

組
織
づ
く
り
急
ピ
ッ
チ

今
年
四
月
に
政
策
提
言
委
員
か
ら
〝
答
申
〞
さ
れ
た
『
組
合
活
性
化
に
向
け
て
の
提
言
書
』
に
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
「
品
質
表
示
」
な
ど
の
事
業
化
へ
の
取
り
組
み
が
、
本
格
化
し
た
。

京
都
の
「
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
」
で
十
一
月
九
日
に
開
か
れ
た
役
員
会
で
も
、
前
回
九
月
九
日
の
役
員
会

に
引
き
続
き
、
事
業
化
が
議
題
の
中
心
と
な
っ
た
。

こ
の
日
の
役
員
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
委
員
会
が
決
ま
り
、
来
年
二
月
の
次
回
役
員
会
ま
で
に
、
各
担
当
委

員
会
で
事
業
化
へ
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
詰
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

新
し
い
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
組
織
へ
―
―
全
宗
協
の
〝
変
革
〞
は
大
き
く
動
き
出
し
た
。

11月9日の役員会＝京都市の「キャンパスプラザ京都」で

仏事コーディネーター受験締切の関係

で、6月から8月末にかけて組合新規加

入申請が多く出され、書面議決により皆

様にお諮りした結果、多数の新加入の皆

さんをお迎えすることができました。

昔から「量の増大は質の変化をもたら

す」と言われおりますように、組合員増

という“量の拡大”は、全宗協の今後に何らかの変化を招くも

のと期待しております。組合員数はまだまだ370名という全

宗協の創立時までは回復しておりませんが、現在のような増加

傾向が続くものとするならば、当然ながら質の変化が起こるも

のと考えております。

全宗協は、懇話会から全宗連へ、そして今の全宗協へと歩ん

できているわけですが、従来のような“仲良しクラブ”的なも

のであってはならないことは論を待ちません。今、時代の流れ

は大きく変わろうとしています。時代の変化、情勢の変化を敏

感にキャッチするとともに、時代に合った新しい組織・機構を

つくり出していかなければなりません。

今回、新たに誕生した新規加入組合員の皆さんは、パワーの

ある方々ばかりですが、商道には正道・本道というものがあり

ます。組織が大きくなろうとも、永年にわたって培ってきた業

界の大きな方向性は曲げないようにしていかなければなりませ

ん。新規加入の方々にはその点をご認識いただき、信頼される

仏壇仏具業界人として歩まれるよう願っております。

重ねて申し上げますが、全宗協は、今、新しい道へ踏み出し

ました。どのような方向に行き着くかは分かりませんが、正道

を求めて歩んでいきたいと思っております。

政
策
提
言
委
員
の
『
組
合
活
性

化
に
向
け
て
の
提
言
書
』
は
、
今

年
四
月
に
出
さ
れ
た
。

こ
の
中
で
政
策
提
言
委
員
は
、

組
合
員
増
強
を
目
指
し
て
の
「
組

合
加
入
の
緩
和
」、
そ
し
て
「
業
界

ス
タ
ン
ダ
ー
ト
と
し
て
の
品
質
表

示
の
制
定
」、
さ
ら
に
「
仏
壇
マ
イ

ス
タ
ー
制
度
の
創
設
」「
青
年
部
・

女
性
部
の
創
設
」「
仏
壇
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
開
催
」「
仏
壇
コ
ン
テ
ス
ト
の

実
施
」
と
い
っ
た
諸
策
の
事
業
化

を
強
く
求
め
た
。

こ
の
提
言
に
対
し
、
今
年
五
月

十
七
日
の
第
十
八
回
通
常
総
会
で

承
認
さ
れ
た
平
成
十
七
年
事
業
計

「量の増大は質的変化をもたらします」
９月９日の役員会で安田理事長

安田理事長
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画
は
、
そ
の
中
で
「
提
言
は
全
宗

協
の
総
意
で
も
っ
て
戦
略
的
取
り

組
み
を
行
う
こ
と
と
す
る
」
と
し

て
、
実
現
へ
強
い
意
志
を
示
し
た
。

こ
の
方
針
に
沿
っ
て
、
七
月
二

十
日
の
三
役
会
の
申
し
合
わ
せ
に

よ
っ
て
「
組
合
加
入
の
緩
和
」
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
さ
ら
に
九
月
九

日
の
役
員
会
で
、「
品
質
表
示
特
別

委
員
会
」
の
設
置
が
決
ま
り
、
委

員
長
に
小
堀
賢
一
氏
、
副
委
員
長

に
森
正
氏
が
就
任
し
た
。
九
月
九

日
の
役
員
会
で
は
仏
壇
文
化
研
究

所
（
Ｂ
Ｂ
Ｉ
）
が
主
催
し
て
今
年
二

月
に
開
い
た
「
全
国
『
こ
ん
な
仏

壇
あ
っ
た
ら
い
い
な
』
コ
ン
テ
ス

ト
」
に
、
全
宗
協
も
正
式
に
参
画

し
、
平
成
十
九
年
春
に
予
定
さ
れ

て
い
る
第
二
回
コ
ン
テ
ス
ト
か
ら

は
Ｂ
Ｂ
Ｉ
と
共
催
す
る
こ
と
も
承

認
さ
れ
た
。

十
一
月
九
日
の
京
都
で
の
役
員

会
で
は
、
残
る
「
仏
壇
マ
イ
ス
タ

ー
制
度
」「
青
年
部
・
女
性
部
創
設
」

「
仏
壇
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
中
心
に
、

そ
の
取
り
組
み
が
話
し
合
わ
れ
た
。

各
理
事
か
ら
活
発
な
意
見
が
出

さ
れ
、
結
果
、
事
業
委
員
会
が

「
仏
壇
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
」
を
、
総

務
委
員
会
が
「
青
年
部
・
女
性
部

創
設
」、
広
報
委
員
会
と
事
業
委
員

会
が
「
仏
壇
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
Ｂ

Ｂ
Ｉ
と
共
催
の
「
仏
壇
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
委
員
会
で
は
専
門
委
員

を
設
け
る
な
ど
し
て
、
今
後
の
タ

イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
い
っ
た
コ

ア
を
詰
め
、
次
回
来
年
二
月
二
十

二
日
の
役
員
会
で
報
告
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

古
都
の
秋
に
百
三
十
三
人
が
結
集

京
都
の
東
寺
で
秋
の
全
国
研
修
会

五
重
塔
内
部
や
天
皇
ゆ
か
り
の
小
子
坊
な
ど
見
学

秋
の
全
国
研
修
会
が
十
一
月
九

日
、
京
都
市
南
区
に
あ
る
真
言
宗

総
本
山
の
東
寺
（
教
王
護
国
寺
）
で

行
わ
れ
た
。
研
修
会
に
は
百
三
十

三
人
が
参
加
、
か
つ
て
な
い
盛
り

上
が
り
見
せ
た
。
秋
の
陽
の
中
、

参
加
者
は
東
寺
の
土
口
哲
光
・
教

化
部
長
の
案
内
で
、
弘
法
大
師
像

が
祀
ら
れ
て
い
る
国
宝
の
大
師
堂

（
御
影
堂
）
や
五
重
塔
の
内
部
、
天

皇
ゆ
か
り
の
小
子
坊
な
ど
を
見
学
、

そ
の
後
、
小
子
坊
客
殿
で
土
口
師

の
一
時
間
余
の
法
話
に
耳
を
傾
け

た
。都

が
延
暦
十
三
年
（
七
九
四
）
に

平
安
京
に
遷
都
さ
れ
、
そ
の
二
年

後
の
延
暦
十
五
年
に
東
寺
の
造
営

が
始
ま
る
。
真
言
密
教
を
学
ん
で

唐
か
ら
帰
朝
し
た
空
海
は
、
弘
仁

十
四
年
（
八
二
三
）
に
こ
の
東
寺
を

嵯
峨
天
皇
よ
り
賜
り
、
そ
し
て
講

堂
や
諸
尊
、
五
重
塔
の
造
営
に
着

手
す
る
。

東
寺
は
弘
法
大
師
空
海
の
御
寺

土
口
師
に
案
内
さ
れ
て

土
口
師
の
説
明
に
耳
を
傾
け
る

土
口
師
の
法
話
を
き
く

美
し
い
姿
を
見
せ
る
五
重
塔
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（
み
て
ら
）
で
あ
る
わ
け
だ
が
、
千

二
百
年
の
歴
史
を
た
た
え
た
寺
観

は
さ
す
が
に
壮
大
だ
っ
た
。
境
内

地
四
万
八
千
坪
。
甲
子
園
球
場
が

四
つ
入
る
広
さ
だ
。
国
宝
な
ど
も

多
く
、
仏
教
芸
術
の
宝
庫
で
も
あ

る
。
そ
の
中
を
大
師
堂
、
五
重
塔

の
内
部
、
金
堂
、
講
堂
、
そ
し
て

天
皇
を
迎
え
る
建
物
で
あ
る
小
子

坊
を
見
て
回
っ
た
。
堂
本
印
象
画

伯
の
襖
絵
で
飾
ら
れ
た
小
子
坊
は
、

一
般
に
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
が
、

こ
の
日
は
特
別
に
見
学
が
許
さ
れ

た
。五

重
塔
の
姿
に
圧
倒
さ
れ
、
金

堂
で
は
本
尊
の
薬
師
如
来
、
脇
侍

の
月
光
・
日
光
の
両
菩
薩
に
魅
惑

さ
れ
て
釘
付
け
の
よ
う
に
な
り
…

…
。
普
段
、
あ
ま
り
見
る
機
会
の

な
い
諸
堂
、
諸
尊
に
誰
も
が
感
嘆

し
き
り
だ
っ
た
。

組
合
員
の
増
強
が
続
い
て
い
る
。

組
合
員
は
一
時
期
、
二
百
七
十
名

ま
で
落
ち
込
ん
だ
が
、
昨
年
か
ら

今
年
に
か
け
て
増
強
に
転
じ
、
こ

の
十
一
月
末
時
点
で
の
正
組
合
員

数
は
三
百
二
十
一
名
と
な
っ
た
。

全
宗
協
発
足
時
の
組
合
員
は
三
百

七
十
名
を
数
え
た
。
会
員
増
強
委

員
会
で
は
発
足
時
の
組
合
員
数
確

保
を
〝
悲
願
〞
と
し
て
全
力
を
あ

げ
て
い
る
が
、
悲
願
達
成
は
視
野

に
入
っ
て
き
た
と
い
え
そ
う
だ
。

組
合
員
が
増
強
に
転
じ
た
最
大
の

土口哲光師は法話で、四苦八苦

を語り、そして四苦八苦を乗り越

えた女性として、両手をなくした

ものの、終生にわたり「両手のな

い幸せ」を説き、39年前に80歳

で大往生をとげた真言宗僧侶・大

石順教師の一生を語った。土口師

はこう話した。

「大石先生の一生をしのびますと、四苦八苦は越えら

れると思います。私が弘法大師のご命日である毎月21

日に境内に立ち、東寺を訪れた皆さんに『ようこそ東寺

においでになりました』と一日中声をかけ続けるのも、

そういう思いがあるからです。大石先生があれだけのこ

とをされたわけですから、私のような出来の悪い人間は、

立ち続けてこそ自分の人生だと思っています」

「私には両手があります。両脚もあります。東寺に来

られる方々は、誰もが仏さんであり、その仏さんに頭を

下げて『ようこそ東寺へ』『ようこそ東寺においで下さ

いました』と、せめてそのくらいのお礼を言って過ごす

のが、私の生涯だと思っております」

土口哲光・教化部長

参加者全員で記念の写真

組
合
へ
の
新
規
加
入
、
増
強
続
く

十
一
月
末
で
三
百
二
十
一
人
に

背
景
は
、
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

資
格
制
度
だ
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
な
る
た
め
の
受
験
資
格
は
組
合
員

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

資
格
取
得
に
向
け
て
新
規
加
入
が
増

え
た
こ
と
だ
。
も
う
一
つ
は
賛
助
会

員
制
度
（
い
わ
ゆ
る
「
お
た
め
し
会

員
」）
が
奏
功
し
た
と
い
え
る
。
賛

助
会
員
か
ら
正
組
合
員
に
切
り
替
わ

っ
た
人
た
ち
も
少
な
か
ら
ず
出
た
こ

と
で
、
増
強
へ
弾
み
が
つ
い
た
と
言

っ
て
よ
い
。

賛
助
会
員
は
十
一
月
末
で
十
八

名
を
数
え
て
い
る
が
、
増
強
へ
の

〝
呼
び
水
〞
の
役
割
を
果
た
し
た

と
も
い
え
る
賛
助
会
員
制
度
は
、

来
年
三
月
末
で
〝
お
た
め
し
期
間

〞
が
終
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
会
員
増
強
委
員
会
で

は
、
正
組
合
員
に
切
り
替
わ
っ
て

も
ら
う
よ
う
働
き
か
け
を
強
め
る

こ
と
に
し
て
い
る
。

こ
の
二
つ
に
加
え
、
今
年
七
月

二
十
日
の
三
役
会
で
の
申
し
合
わ

せ
で
、「
加
入
基
準
の
緩
和
」
が
ス

タ
ー
ト
し
た
こ
と
も
大
き
い
。

会
員
増
強
委
員
会
の
保
志
正
之

委
員
長
は
、「
仏
壇
マ
イ
ス
タ
ー
制

度
や
青
年
部
・
女
性
部
の
創
設
、

仏
壇
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
、
仏
壇

コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施
と
い
っ
た
事

業
化
が
進
め
ば
、
全
宗
協
は
今
以

上
に
魅
力
あ
る
組
織
に
な
り
ま
す
。

組
合
員
は
今
後
も
増
強
傾
向
が
続

く
と
み
て
お
り
、
三
百
七
十
名
と

い
う
全
宗
協
発
足
時
の
組
合
員
数

は
、
こ
こ
二
年
ぐ
ら
い
の
間
に
は

回
復
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
る
。

村井一雄 ㈲村庄 盛岡市材木町7‐43
小野秀一 ㈱小野林業　おのりん 宮城県遠田郡涌谷町小里字長根北91
堺野多美夫 ㈱一休さん大黒堂 福島県会津若松市東千石2‐1‐12
梅木信次 ㈲瑞雲堂 福島県喜多方市岩月町宮津字西原1192‐5
大川勝男 潮来仏壇センター桧屋 茨城県潮来市宮前2‐22‐12
松野智幸 ㈲松屋仏具店 茨城県東茨城郡茨城町長岡3523‐39
小山田一夫 ㈲宝冠 宇都宮市海道町651‐3
伊部泰行 ㈲伊部典礼 群馬県伊勢崎市大手町13‐10
清水光夫 ㈲えぼし葬祭 群馬県群馬郡榛名町中里見418‐1
山口眞也 ㈱山口仏心堂 千葉県流山市南流山1‐24‐8
小森規與志 ㈱香伸 東京都中央区日本橋小網町11‐6
青地　博 新川崎雲山堂 川崎市幸区下平間48‐103
清水鐵夫 ㈱清水康益社 横浜市港南区港南中央通4‐11
岐津晃平 岐津㈱きづな堂 福井市大願寺2‐9‐7
橋本　誠 ㈱橋本仏檀家具センター 福井県敦賀市木崎19‐15‐3
蓑島晋一郎 みの島仏壇店 岐阜県郡上市白鳥町白鳥1088‐11
伊藤末恵 ㈲アイエス商事文珠堂 静岡市葵区城北2‐4‐3
内藤　明 ㈱大黒屋仏壇店 名古屋市中区門前町5‐8
福増重男 ㈲福増仏壇 三重県伊賀市上神戸3265‐3
清本啓子 京仏具佛壇　誠心堂 京都府城陽市長池北裏103‐53
松田政一 ㈱セレモニーまつだ 京都府与謝郡岩滝町字弓木956
安東佑職 EHインテリア㈱ 大阪市平野区平野西5‐2‐1
村上幸代 ㈱村上佛檀 大阪市城東区蒲生4‐16‐13
黒沢美代子 ㈲黒澤商店 大阪府堺市鳳東町6丁644‐2
千原延一 ㈱千原佛檀店 大阪府吹田市岸部北5‐44‐3
冨田博重 ㈱大仏堂 兵庫県丹波市氷上町横田777‐5
木初義 ㈲タカギ工芸 神戸市西区白水2‐3‐21

中谷貞夫 ㈱小林朱雲堂 倉敷市笹仲1093‐3
浜崎正勝 お仏壇の創贈館 鳥取市南栄町60‐5
山崎慶子 ㈱山崎仏檀店 佐世保市若葉町1‐8

〈
お
詫
び
と
訂
正
〉

前
号
の
六
月
の
会
報
で
紹
介
し
た
「
新
規
加
入
の

正
組
合
員
の
皆
さ
ん
」
の
中
で
、
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
富
山
県
高
岡
市
の
「
サ
カ
エ
金
襴
㈱
」
の

金
澤
惠
子
さ
ん
の
お
名
前
は
、
正
し
く
は
竹
澤
惠

子
さ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
甲
府
市
の
開
雲
仏
壇
は

正
し
く
は
開
運
仏
壇
で
し
た
。
深
く
お
詫
び
す
る

と
と
も
に
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新規加入の組合員の皆さん
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三
百
二
十
二
名
の
皆
さ
ん
が
、

見
事
に
資
格
を
取
得
―
―
昨
年
に

続
き
二
回
目
と
な
る
仏
事
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
試
験
が
十
一
月
十
五

日
（
火
）、
東
京
と
大
阪
の
二
会
場

で
同
時
に
行
わ
れ
、
両
会
場
合
わ

せ
て
三
百
三
十
二
人
が
受
験
し
た
。

十
一
月
七
日
に
開
か
れ
た
仏
事
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資
格
審
査
協
会

の
合
否
判
定
会
議
の
結
果
、
こ
の

う
ち
三
百
二
十
二
人
が
見
事
に
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
資
格
を
手
に

し
た
。
合
否
結
果
は
直
接
受
験
者

に
通
知
さ
れ
、
同
時
に
認
定
証
と

Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
が
郵
送
さ
れ
た
。

試
験
は
東
京
は
新
宿
区
霞
ヶ
丘

町
の
日
本
青
年
館
、
大
阪
は
大
阪

市
中
央
区
難
波
の
ｎ
ａ
ｍ
ｂ
ａ
Ｐ

Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｅ
で
行
わ
れ
、
東
京
で
は

百
三
十
三
人
、
大
阪
で
は
百
九
十

九
人
が
受
験
し
た
。

試
験
に
先
立
ち
、
午
前
十
一
時

か
ら
昼
食
を
は
さ
ん
で
「
仏
事
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
使
命
と
心
構

え
」
と
、「
検
定
用
テ
キ
ス
ト
『
仏

壇
仏
具
ガ
イ
ダ
ン
ス
』
の
解
説
」

の
二
つ
の
講
習
が
行
わ
れ
た
。

試
験
は
、
午
後
二
時
五
十
分
か

ら
一
時
間
行
わ
れ
た
。

昨
年
の
第
一
回
試
験
で
は
六
百

十
二
人
が
合
格
し
て
お
り
、
今
回

と
合
わ
せ
九
百
三
十
四
人
の
仏
事

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
業
界
に
誕

生
し
た
こ
と
に
な
る
。

今
年
の
夏
、
よ
う
や
く
北
ア
ル
プ
ス
の
白
馬
岳
に
登
る
こ
と
が
で
き
た
。

知
っ
て
の
と
お
り
、
白
馬
岳
と
い
え
ば
夏
場
の
大
雪
渓
を
歩
く
の
が
醍

醐
味
で
、
登
山
愛
好
家
の
間
で
は
一
度
は
登
っ
て
み
た
い
山
と
し
て
有
名

で
あ
る
。
谷
筋
に
固
ま
っ
た
根
雪
の
上
を
、
ア
イ
ゼ
ン
と
い
う
鉄
の
爪
を

登
山
靴
に
付
け
て
登
っ
て
行
く
の
だ
が
、
中
高
年
の
登
山
ブ
ー
ム
の
影
響

か
、
真
っ
白
い
雪
渓
を
蟻
の
行
列
の
よ
う
に
大
勢
の
人
が
登
っ
て
い
た
。

生
憎
、
当
日
の
天
候
は
余
り
良
く
な
か
っ
た
が
、
ガ
ス
の
晴
れ
間
に
見
え

た
山
容
は
、
神
々
し
い
ほ
ど
峻
厳
で
、
四
国
の
山
で
は
味
わ
え
ぬ
感
動
が

あ
っ
た
。

い
き
な
り
ア
ル
プ
ス
登
山
の
話
な
ど
し
た
が
、
僕
が
本
格
的
に
山
登
り

を
始
め
て
か
ら
、
ま
だ
一
年
半
し
か
経
っ
て
い
な
い
。
五
十
路
を
過
ぎ
て

体
力
の
衰
え
を
気
に
し
だ
し
た
僕
に
、「
歳
を
と
っ
て
も
や
れ
る
、
い
い
ス

ポ
ー
ツ
が
あ
る
」
と
、
腰
を
こ
わ
し
た
友
人
が
誘
っ
て
く
れ
た
の
が
は
じ

ま
り
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
、
僕
は
近
く
の
里
山
へ
時
々
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
っ
た
り
し
て

い
た
の
で
、
軽
い
気
持
ち
で
応
じ
た
が
、
い
ざ
本
格
的
な
登
山
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
る
と
、
二
十
分
も
登
れ
ば
息
が
切
れ
、
足
が
上
が
ら
な
い
。

長
丁
場
の
下
り
で
は
、
ス
キ
ー
で
痛
め
て
い
た
膝
が
、
笑
う
の
を
通
り
越

し
、
杖
無
し
で
は
歩
け
な
い
ほ
ど
痛
ん
だ
り
し
た
。
同
行
し
て
い
た
メ
ン

バ
ー
は
と
い
う
と
、
六
十
近
い
年
長
者
を
は
じ
め
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
、

腰
痛
持
ち
な
ど
中
年
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
集
団
だ
っ
た
の
で
、
僕
の
体
力

的
自
負
は
大
い
に
傷
つ
い
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
か
ら
は
、
恥
を
か
き
た
く
な
い
一
心
で
、
毎
日
一
時
間
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
筋
ト
レ
を
や
っ
た
り
、
休
み
に
は
す
ぐ
近
く
に
あ
る
城
山
で
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
た
。
そ
の
間
に
、
地
元
徳
島
に
あ
る
二
千
メ
ー
ト
ル

級
の
山
へ
も
同
行
し
た
が
、
遅
れ
ず
付
い
て
い
く
の
が
や
っ
と
と
い
う
状

態
で
あ
っ
た
。

今
号
か
ら
組
合
員
の
皆
様
の
声
の
コ
ー
ナ
ー
と
し
て『
ひ
ろ
ば
』

を
新
設
し
ま
し
た
。
皆
様
の
投
稿
を
お
待
ち
し
ま
す
。
ど
し
ど

し
お
寄
せ
下
さ
い
。
第
一
回
は
森
正
氏
の
『
登
山
』
で
す
。

『
登
山
』

徳
島
県
　
森
　
正

三
百
二
十
二
人
が
見
事
に
資
格
を
取
得

今
年
の
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
試
験

試験終了ぎりぎりまで答案を見直す＝東京会場で 昼食時間も惜しんで勉強、べんきょう＝東京会場で 大阪会場もぴんとした緊張感につつまれた

試験に先立ち講習。ひとことも聞き逃すまいと講師の
話に耳を傾ける＝東京会場で

さあ、いよいよ試験！
試験問題が一人ひとりに配布される＝東京会場で

ひ
ろ
ば
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東
京

青
木

俊
郎

青
地

直
樹

青
山

順
一

秋
山

佳
子

秋
山

静
男

浅
香

君
子

荒
川

隆
雄

飯
田

洋
子

飯
塚

寛
一

飯
沼

孝
吉

五
十
嵐

直
文

池
嶋

伊
都
岐

石
井

登
志
雄

石
塚

堅
司

石
橋

優
子

井
嶋

英
一
朗

井
谷

和
子

伊
藤

輔
雄

伊
藤

た
づ
子

伊
藤

弘
子

伊
藤

末
惠

伊
藤

弥
栄
子

伊
藤

善
　

井
上

徹

伊
部

泰
行

今
井

清
美

岩
上

保
秀

植
木

真
二

上
村

聰
子

内
田

志
津
子

梅
木

功

梅
原

美
由
貴

上
野

映
子

越
前

晃
一

海
老
沢
き
よ
み

江
俣

祐
哉

大
井
田
　
透

大
川

勝
男

大
川

幸
子

大
坂

千
鶴

太
田

幹
人

太
田

陽
二

大
竹

俊
文

大
森

博

大
森

瑞
穂

小
川

明
男

桶
本

浩
一
郎

小
嶋

長
一

小
野

賢
一
朗

加
藤

茂
彦

加
藤

誠

河
合

正
一
郎

木
下

久
照

木
村

昭
夫

久
保
田

昌
宏

越
川

雅
彦

五
野
上
　
優

小
林

和
彦

小
林

京
子

駒
澤

舞

小
山

孝

近
藤

喜
彦

近
野

保
博

齋
藤

治

斉
藤

秀
康

笹
山

直
樹

佐
藤

広

佐
藤

美
代
子

佐
藤

喜
洋

三
五

敏
文

三
瓶

由
利
子

塩
見

康
史

塩
谷

隆
志

清
水

一
明

清
水

敏
彦

清
水

則
明

上
木

祐
一

白
川

圭
一

末
武

豊

菅
原

宏
和

杉
本

里
美

鈴
木

忠

鈴
木

正
彦

須
藤

謙
一

竹
谷

伸
人

立
花

秀
二

立
脇

吉
晃

田
中

利
夫

塚
原

幸
一

辻

尚
美

敦
賀

桃
子

鴇
田

力

永
井

節
雄

中
嶋

貴
重
子

長
沼

豊

中
村

詩
子

長
谷
川

貞
雄

長
谷
川

崇

長
谷
川

剛

波
多
野

成
子

林

康
則

樋
川

京
子

廣
川

幸
輔

広
川

俊
輔

深
澤

芳
男

藤
原

敏
子

星

孝

堀
越

浩
二

本
田

博

馬
原

菜
穂
子

村
井

一
雄

村
上

嘉
規

村
田

誠
己

村
松

真
理
子

村
松

美
砂

森
内

政
行

森
口

純
一

安
田

元
慶

山
口

愛
子

山
本

玲

山
本

哲

吉
牟
禮

好
智

若
月

真
理

若
山

法
生

脇
屋

わ
か
子

渡
邊

直
子

大
阪

藍
原

幸
枝

青
木

紀
代
美

青
木

憲
二

東

み
ど
り

東

佳
寿
代

荒
井

崇

安
西

喜
久
江

生
垣

洋
子

伊
勢

雅
彦

礒
松

珠
絵

井
上

清
美

井
上

智
也
己

井
上

信
行

井
上

弥
生

今
浦

公
博

今
里

哲
也

岩
崎

睦
子

上
杉

良
雄

上
原

貴
文

梅
野

博

梅
原

英
孝

浦
澤

英
昭

遠
藤

哲
也

大
下

秀
明

大
八
木

秀
典

大
山

正
樹

岡
村

順
子

小
郷

雅
司

小
澤

明
美

小
野

敬
大

楓

啓
治

笠
松

雅
宏

加
藤

咲
子

加
藤

力
識

加
納

啓
二

加
納

吉
則

上
平

英
喜

神
谷

淳
司

川
上

利
幸

川
喜
田

年
子

甲
谷

美
代
子

北
野

隆
之

北
原

誠
司

北
村

達
也

岐
津

晃
平

木
下

誠

木
村

謙
吾

木
村

尚
志

草
別

善
照

熊
田

の
り
子

黒
沢

哲
也

駒
井

伸
一

小
室

武
史

小
山

京
子

近
藤

伸
一

近
藤

真
美

斉
藤

一
宏

斉
藤

義
治

坂
井

義
博

坂
部

珠
実

坂
部

直
希

佐
倉

弘

佐
々
野
マ
サ
子

佐
藤

弘
美

猿
渡

啓
示

柴
田

究

清
水

則
光

白
木

康
一

新
澤

英
利

杉
浦

清
彦

鈴
木

健
午

鈴
木

し
ず
子

仙
頭

京
子

木

初
義

高
田

通
憲

高
田

美
和
子

高
橋

数
俊

高
橋

克
己

高
橋

照
美

高
橋

雅
之

滝
本

ゆ
り
子

竹
井

明
子

武
内

孝
親

竹
内

実
行

田
中

宏
樹

谷
尾

俊
歩

谷
川

絹
代

谷
川

光
秋

谷
野

雅
彦

田
原

剛

田
原

尚
子

千
原

左
起
子

千
原

�
治

千
原

延
一

塚
本

芙
美
子

土
谷

和
紀

出
張

一
彦

徳
安

和
朗

富
岡

万
雅

冨
田

具
子

友
野

美
一

頓
名

光
二

内
藤

昭
博

内
藤

啓
喜

永
井

圭
介

永
尾

英
一
郎

中
川

千
栄
子

永
田

明
子

鍋
田

容
子

南
茂

正
雄

西
川

美
佐
子

西
村

ひ
ろ
子

西
村

陽
介

西
本

和
晃

西
本

美
貴

西
本

洋
司

西
山

由
美
子

二
星

信
之

後
野

ア
ヤ
子

野
々
山

国
幸

橋
本

明
子

橋
本

誠

波
多
野

敏
幸

花
土

剛

馬
場

国
広

濱
崎

正
勝

原
田

和
幸

平
田

和
代

平
田

勝
巳

平
野

孝
明

深
田

充
博

福
田

光
子

福
田

和
美

福
増

久
史

藤
井

裕
平

藤
井

律
子

藤
瀬

剛

藤
田

章

藤
野

智
美

藤
本

恵
隆

藤
原

紀
代

藤
原

美
幸

藤
原

裕
巨

船
倉

洋
之

堀
尾

久
美
子

堀
川

ま
り
子

前
川

俊
和

前
澤

順
一
郎

前
澤

旬
子

前
田

浩
一

前
田

盛
人

牧

達
也

松
井

邦
夫

松
尾

将
樹

松
尾

祥
樹

松
下

公
彦

松
田

政
一

松
本

静
子

松
本

進

馬
渕

ひ
と
み

三
浦

豊
隆

三
上

智
子

御
立

芳
樹

光
久

典
臣

南
岡

幸
生

蓑
島

晋
一
郎

三
原

孝
元

宮
窪

雅
一

三
輪

和
弘

村
井

守
人

村
尾

尚
志

村
上

又
久

森

美
恵
子

森

康
彦

森
川

和
典

森
田

昭
好

森
本

広
美

安
井

達
也

保
井

宏
之

山
内

孝
治

山
口

博
文

山
　

隆
志

山
下

直
美

山
添

友
治

山
達

博
志

山
中

竹
代

山
根

清
明

山
根

義
廣

山
本

正
道

弓
削

靖

吉
岡

千
佳
恵

吉
田

教
子

吉
田

博
昭

六
車

保

和
田

貴
至

渡
辺

宮
造

晴れて資格を手にした皆さん

し
か
し
、
人
間
、
歳
を
と
っ
て
も
結
構
筋
力
や
持
久
力
は
向
上
す
る
も

の
だ
。
年
末
に
行
わ
れ
た
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
で
は
、「
千
メ
ー
ト
ル
を
二

時
間
で
登
れ
ば
、
ア
ル
プ
ス
へ
連
れ
て
行
く
！
」
と
い
う
関
門
を
、
よ
う

や
く
突
破
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
次
第
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
山
登
り
を
や
っ
て
み
て
感
じ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ほ
ど
単
純

な
ス
ポ
ー
ツ
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
頂
上
と
い
う
明
確
な
目
標
を

持
っ
て
、
苦
し
い
思
い
を
し
な
が
ら
、
た
だ
ひ
た
す
ら
登
る
。
そ
れ
で
も

山
登
り
に
ハ
マ
っ
て
し
ま
う
の
は
、
苦
労
し
て
頂
上
に
立
っ
た
と
き
の
達

成
感
で
あ
る
。
山
頂
で
、
喉
の
渇
き
を
癒
し
な
が
ら
、
眼
前
に
開
け
た
パ

ノ
ラ
マ
を
堪
能
す
る
の
は
最
高
の
気
分
で
あ
る
。

そ
の
他
に
も
、
山
登
り
に
は
普
段
経
験
で
き
な
い
素
晴
ら
し
さ
が
た
く

さ
ん
あ
る
―
―
ま
ず
、
都
会
で
は
味
わ
え
な
い
新
鮮
な
空
気
や
、
四
季

折
々
に
姿
を
変
え
る
山
の
景
観
が
あ
げ
ら
れ
る
。
次
に
、
山
頂
で
食
べ
る

弁
当
は
ど
ん
な
高
級
料
理
よ
り
美
味
し
い
。
さ
ら
に
、
山
小
屋
に
泊
ま
っ

た
り
す
れ
ば
、
手
の
届
く
ほ
ど
近
い
満
天
の
星
が
降
り
注
ぐ
。

山
で
す
れ
違
う
赤
の
他
人
と
声
を
掛
け
合
う
の
も
、
爽
や
か
で
気
持
ち

が
い
い
。
時
に
は
道
に
迷
っ
た
り
、
転
落
し
た
り
す
る
よ
う
な
不
測
の
事

態
に
遭
遇
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
リ
ス
ク
に
対
す
る
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

効
果
が
期
待
で
き
る
。
一
番
良
い
こ
と
は
、
山
登
り
に
は
あ
ま
り
お
金
も

か
か
ら
な
い
し
、
何
歳
に
な
っ
て
も
続
け
ら
れ
る
―
―
最
近
、
山
登
り
の

こ
と
に
な
る
と
つ
い
饒
舌
に
な
っ
て
し
ま
う
自
分
に
気
付
い
て
、
苦
笑
い

を
し
て
い
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

立山登山での森正氏

仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資
格
審
査
協
会
で
は
試
験
終
了

後
、
受
験
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
て
し
て
も
ら
っ
た
。

受
験
し
た
動
機
に
つ
い
て
は
、「
会
社
か
ら
話
が
あ
っ
た
が
、

自
分
か
ら
も
受
験
し
た
か
っ
た
」「
ど
の
程
度
の
知
識
が
必
要

な
の
か
知
り
た
か
っ
た
」
と
い
う
積
極
派
が
目
立
っ
た
。
試
験

問
題
に
つ
い
て
は
「
事
前
に
講
義
が
あ
っ
て
助
か
っ
た
」「
講

習
が
な
け
れ
ば
で
き
な
か
っ
た
」「
ス
ピ
ー
ド
が
早
す
ぎ
た
」

と
す
る
一
方
で
、「
問
題
数
は
も
っ
と
多
く
て
よ
い
と
思
う
」

「
試
験
前
に
解
答
を
教
え
る
必
要
が
あ
る
の
か
疑
問
。
何
の
た

め
の
試
験
か
」「
も
っ
と
問
題
を
難
し
く
す
べ
き
だ
」
と
い
う

“厳
し
い
意
見
”
も
あ
っ
た
。

受
験
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
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無料法律相談

森顧問弁護士が組合員からの電

話あるいはFAXによる無料法律

相談に応じます。ご希望の方は

下記へ直接ご連絡ください。

森・吉村法律事務所

弁護士　　森　恕（はかる）
〒541‐0043
大阪市中央区高麗橋1-5-14
メゾンドール高麗橋605
TEL 06‐6222‐3700
FAX 06‐6232‐0200

顧問の森弁護士

来
春
、
ベ
ト
ナ
ム
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
海
外
研
修

仏
壇
製
作
工
場
見
学
や
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
観
光

四
月
十
七
日
〜
二
十
一
日
、「
海
外
」
は
全
宗
協
初

全
宗
協
初
の
海
外
研
修
が
来
春

四
月
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

十
一
月
九
日
の
京
都
で
の
役
員

会
で
決
ま
っ
た
も
の
で
、
四
月
十

七
日
（
月
）
出
発
、
二
十
一
日
（
金
）

帰
国
の
三
泊
五
日（
機
中
泊
を
含
む
）

の
日
程
で
、
ベ
ト
ナ
ム
・
カ
ン
ボ

ジ
ア
を
回
る
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
仏

壇
製
作
工
場
（
金
倉
仏
光
堂
）
を
見

学
、
ま
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
世

界
遺
産
と
な
っ
て
い
る
ア
ン
コ
ー

ル
ワ
ッ
ト
遺
跡
の
観
光
な
ど
が
コ

ー
ス
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

成
田
空
港
発
の
「
成
田
組
」
と

関
西
空
港
発
の
「
関
空
組
」
の
二

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
出
発
す
る
。

二
グ
ル
ー
プ
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
で
合

流
す
る
。

研
修
旅
行
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

別
掲
の
通
り
だ
。
一
人
当
た
り
の

旅
行
代
金
は
、
成
田
組
が
十
六
万

三
千
円
、
関
空
組
が
十
六
万
円
（
い

ず
れ
も
参
加
者
が
十
五
名
以
上
の

場
合
の
金
額
）
と
な
っ
て
い
る
。

全
宗
協
初
め
て
の
こ
の
海
外
研

修
は
、
今
年
二
月
の
事
業
委
員
会

（
小
堀
賢
一
委
員
長
）
で
提
案
さ
れ

た
も
の
で
、
中
国
方
面
も
検
討
さ

れ
た
が
、
日
中
関
係
な
ど
を
考
え

る
と
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
な
っ
た
。

そ
の
た
め
ベ
ト
ナ
ム
・
カ
ン
ボ
ジ

ア
研
修
が
浮
上
し
た
。

参
加
希
望
者
は
十
二
月
末
ま
で

に
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
作
成
の
用
紙
で
事
務

局
に
申
し
込
む
。
研
修
事
務
の
進

行
責
任
者
で
あ
る
事
業
委
員
会
の

池
田
典
明
副
委
員
長
は
、「
今
回
の

海
外
研
修
に
は
組
合
員
の
皆
さ
ん

も
大
変
に
関
心
を
持
っ
て
お
り
、

参
加
者
は
成
田
・
関
空
組
合
わ
せ

て
四
十
名
を
突
破
す
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」
と
話
し
て
い
る
。

世界遺産アンコール遺跡とホーチミン3泊5日

4月17日
（月）

4月18日
（火）

午前

午後
～
夕刻

発着時間 発着地 交通機関 スケジュール（宿泊地）

11：15 関西空港発　 VN951 空路ホーチミン乗継ぎシェムリアップへ

11：30 成田空港発

午前

関西空港着　

07：25 成田空港着

VN951 空路ホーチミン乗継ぎシェムリアップへ

夕刻 ホーチミン発 VN

専用車夕刻 シェムリアップ着

専用車 世界遺産アンコール遺跡群の観光
アンコールトム観光
バイヨン寺院、像のテラス、南大門など
アンコールワット観光
プノンバケンの丘より夕陽に映えるアンコールワッ
ト観賞
※シェムリアップ泊、朝食はホテル、昼食は中華料
理、夕食はクメール料理（ディナショー）

シェムリアップ

4月19日
（水）

4月20日
（木）

4月21日
（金）

午前

06：45

23：30
（関空組）
23：30
（関空組）

午後

遊覧船

専用車

VN940

専用車

東南アジア最大の湖トレンサップ湖遊覧を
楽しむ

ホーチミン市内工場視察と観光
午前中に仏壇製作などの工場見学2～3ヵ所
昼食後、ドンコイ通りの散策やホーチミン最大のベ
ンタン市場の活気溢れた光景見学
夕食後、空港へ
空路、大阪へ
※機中泊、朝食はホテル、昼食は飲茶、夕食は海鮮
料理（ソングー）

シェムリアップのマーケット散策後、空港へ

シェムリアップ

ホーチミン発

シェムリアップ発

夜 VN ※ホーチミン泊、朝食はホテル、昼食はタイ料理、
夕食はベトナム料理

ホーチミン着

着後、ホテルへ

※シェムリアップ泊、昼食は機内、夕食はレストラ
ンまたはホテル

14：25 成田組ホーチミン着

14：45 関西組ホーチミン着
※関西組と成田組は空港で合流
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会
は
、
新
し
い
時
代
に
向
け
て
〝
再

出
発
〞
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
場

と
な
る
。
総
会
で
は
役
員
改
選
も

行
わ
れ
る
。

会
場
と
な
る
「
神
戸
ポ
ー
ト
ピ

ア
ホ
テ
ル
」
は
、
港
内
に
つ
く
ら

れ
た
は
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
あ

る
。
本
館
と
南
館
か
ら
な
り
、
本

館
は
三
十
一
階
、
南
館
は
十
六
階
。

周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
、
異
国
情
緒

あ
ふ
れ
る
三
百
六
十
度
の
パ
ノ
ラ

マ
を
楽
し
め
る
。

阪
奈
兵
和
地
区
で
の
通
常
総
会

は
、
四
月
に
起
き
た
Ｊ
Ｒ
福
知
山

線
の
快
速
電
車
脱
線
事
故
で
、
地

区
協
議
会
会
長
だ
っ
た
武
部
譲
治

次
期
通
常
総
会
は
五
月
十
七
日
に
神
戸
で

二
月
二
十
二
日
に
浅
草
寺
で
春
の
全
国
研
修
会

印刷物等を有償頒布しています

◎「日々感謝」のポスター、ステッカー、

リーフレット

◎国産仏壇統一表示タグ、ポスター

◎父母恩重経

◎地区別仏壇カタログ「お仏間」

◎図書『浄土宗』『仏壇仏具ガイダンス』

◎テープ『仏具のまつり方』

◎ビデオ『金箔のできるまで』『広島仏壇

のできるまで』『京念珠』『大阪念珠』

※価格等は事務局にお問い合せください。

■本号の会報から「ひろば」のコーナーを

新設しました。皆様方の投稿をお待ちし

ております。ご意見、エッセイなど何で

も結構です。お待ちしております。

■「お店紹介」および「リンク貼り」の申

込みは38社ありました。

全宗協ホームページ「お店紹介」「リンク」

は、日本テンプルヴァン㈱で作業中です。

事務局からのお知らせ

仏
壇
文
化
研
究
所
（
Ｂ
Ｂ
Ｉ
）
が

今
年
二
月
に
開
い
た
「
全
国
『
こ

ん
な
仏
壇
あ
っ
た
ら
い
い
な
』
コ

ン
テ
ス
ト
」
に
、
全
宗
協
が
正
式

に
参
加
し
、
次
回
の
コ
ン
テ
ス
ト

は
Ｂ
Ｂ
Ｉ
と
共
催
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

Ｂ
Ｂ
Ｉ
が
主
催
し
て
の
第
一
回

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
今
年
二
月
九

日
・
十
日
、
東
京
の
増
上
寺
で
開

か
れ
た
。
こ
の
第
一
回
コ
ン
テ
ス

ト
に
対
し
て
全
宗
協
は
協
賛
の
形

を
と
り
、
全
宗
協
理
事
長
賞
、
デ

ザ
イ
ン
賞
、
技
能
賞
、
創
作
賞
を

贈
っ
た
が
、
次
回
か
ら
は
正
式
に

参
画
し
、
Ｂ
Ｂ
Ｉ
と
共
催
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
次
回
は
平
成
十
九

年
春
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。

Ｂ
Ｂ
Ｉ
側
か
ら
「
共
催
と
し
て

参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
の
声
が
出

さ
れ
た
の
を
受
け
、
九
月
九
日
の

理
事
会（
役
員
会
）で
協
議
の
結
果
、

次
回
か
ら
正
式
に
参
画
し
、
共
催

と
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

次
回
の
Ｂ
Ｂ
Ｉ
主
催
の
仏
壇
コ
ン
テ
ス
ト

全
宗
協
も
参
画
を
決
定
、Ｂ
Ｂ
Ｉ
と
共
催
へ

氏
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
で
、
一

時
、
開
催
が
危
惧
さ
れ
た
が
、「
故

人
の
遺
志
を
大
事
に
し
た
い
」
と

い
う
地
区
協
議
会
の
熱
意
で
神
戸

市
で
の
開
催
が
決
ま
っ
た
。

な
お
、
阪
奈
兵
和
地
区
協
議
会

の
新
し
い
会
長
に
は
、
片
川
昭
夫

氏
（
大
阪
府
堺
市
の
不
動
堂
株
式
会

社
代
表
取
締
役
）
が
選
任
さ
れ
、
同

時
に
常
任
理
事
に
就
任
し
た
。

春
の
全
国
研
修
会
は
二
月
二
十

二
日
（
水
）
に
東
京
の
浅
草
寺
で
開

か
れ
る
。
ご
祈
祷
を
受
け
、
絵
馬

堂
の
拝
観
、
小
堀
遠
州
作
と
伝
え

ら
れ
る
本
坊
「
伝
法
院
」
の
回
遊

式
庭
園
の
散
策
、
そ
の
後
に
懇
親

会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

第
十
九
回
と
な
る
平
成
十
八
年

度
の
通
常
総
会
は
、
五
月
十
七
日

（
水
）
に
神
戸
市
の
「
神
戸
ポ
ー
ト

ピ
ア
ホ
テ
ル
」（
神
戸
市
中
央
区
港

島
中
町
）
を
会
場
に
開
か
れ
る
。

神
戸
市
で
初
め
て
と
な
る
通
常
総

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

本館30階のスカイラ
ウンジからの眺め

春の全国研修会が開かれる
東京の浅草寺

浅草寺の五重塔

今
年
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
全
宗
協
理
事
長
賞
と
な
っ
た
「
楓
」

（
三
村
松
）

全宗協デザイン賞のpriere（小野屋漆器店）

全宗協創作賞の「カラー」（ずゞや）

全
宗
協
技
能
賞
の
高
級
モ
ダ
ン
「
さ
き
が
け
・
洋
」

（
保
志
卸
セ
ン
タ
ー
）
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 （平成17年9月27日、金沢） 
 ①17年度の事業展開②役員会報告③品
質表示④ＢＢＩ仏壇コンテスト⑤仏事
コーディネーター資格試験⑥役員改選 

北信越地区協議会 

  （平成17年6月22日、小倉） 
 ①仏事コーディネーター資格試験②消
費者相談への対応③広報資料配付 
 （平成17年10月27日、福岡） 

九州地区協議会 

 （平成17年6月28日、東京） 
 ①総会の収支報告②会員増強③仏
事コーディネーター資格制度④総
会の反省会 
 （平成17年10月24日、東京） 
 ①研修会②役員改選③役員会報告 

関東地区協議会 

（平成17年10月26日、仙台） 
①講演会②地区協の活性化 
③情報交換 

北海道東北地区協議会 

 （平成17年6月20日、大阪） 
 ①第19回通常総会の開催地②理事改選 
 （平成17年8月22日、大阪） 
 ①第19回通常総会会場決定 

阪奈兵和地区協議会 

▽
京
都
市
中
京
区
の
京
都
全
日
空
ホ
テ
ル
で
十
月
二
十
、
二
十
一
の
両
日
、
女
性
経
営

者
を
対
象
と
し
た
講
習
会
が
あ
っ
た
。「
レ
デ
ィ
ー
ス
中
央
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
〇
五

ｉ
ｎ
京
都
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
こ
の
講
習
会
は
、
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
と
京
都

府
中
小
企
業
団
体
中
央
会
と
の
共
催
で
開
か
れ
た
も
の
だ
が
、
会
場
は
、
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
二
百
七
十
人
に
の
ぼ
る
女
性
た
ち
で
満
杯
だ
っ
た
。

▽
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
は
中
小
企
業
庁
の
特
別
認
可
法
人
だ
が
、
い
ま
、
そ
の

中
央
会
は
女
性
経
営
者
の
資
質
の
向
上
と
組
合
女
性
部
の
組
織
強
化
に
力
を
注
い
で
い

る
。
政
府
等
の
経
済
報
告
で
は
、
景
気
は
回
復
基
調
に
あ
る
と
は
い
う
も
の
の
、
中
小

企
業
、
と
り
わ
け
地
方
の
中
小
企
業
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
。
こ
の
〝
苦
境
〞
を
女
性

パ
ワ
ー
で
切
り
抜
け
て
い
た
だ
こ
う
、
と
い
う
わ
け
だ
。

▽
京
都
で
の
講
習
会
開
催
と
併
行
し
て
、
中
央
会
で
は
、
全
国
の
各
業
界
団
体
で
の
女

性
部
の
設
立
状
況
に
つ
い
て
の
実
態
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
昨
今
、
女
性
の
力
を
経
営

に
活
か
し
て
も
ら
お
う
と
、
女
性
部
の
設
立
に
踏
み
切
る
団
体
が
各
地
で
増
え
つ
つ
あ

る
と
い
わ
れ
る
が
、
女
性
部
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
設
立
し

て
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
設
立
に
つ
い
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
点
を
、

今
後
の
た
め
に
し
っ
か
り
と
把
握
し
よ
う
と
い
う
ね
ら
い
だ
。

▽
全
宗
協
事
務
局
に
も
、
中
央
会
の
連
携
組
織
推
進
部
か
ら
調
査
書
が
送
ら
れ
て
き
た

と
聞
く
。
全
宗
協
で
は
、
先
に
政
策
提
言
委
員
が
安
田
理
事
長
に
〝
答
申
〞
し
た
『
組

合
活
性
化
に
向
け
て
の
提
書
言
』
の
中
で
、「
仏
壇
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
の
創
設
」「
仏
壇

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
」
な
ど
と
と
も
に
「
青
年
部
、
女
性
部
の
設
置
」
の
実
現
化
を
強

く
求
め
た
。
こ
の
提
言
に
基
づ
き
全
宗
協
で
は
組
織
を
あ
げ
て
取
り
組
み
を
始
め
て
い

る
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
段
階
で
調
査
書
が
郵
送
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

▽
事
務
局
で
は
「
設
立
の
方
向
で
検
討
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
そ
う
だ
が
、
全
宗
協

に
女
性
部
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
の
は
大
変
に
結
構
な
こ
と
で
あ
り
、
大
い
に
賛
成
だ
。

世
の
中
、
も
う
男
性
だ
け
が
動
か
す
世
界
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
ど
の
事
業
所
、
ど

の
職
場
も
目
を
キ
ラ
キ
ラ
と
さ
せ
た
女
性
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
。
そ
れ
は
地
球
全
体
が

そ
う
だ
と
言
っ
て
よ
い
。

▽
女
性
に
は
男
性
に
は
な
い
顧
客
対
応
能
力
が
あ
る
。
〝
ね
ば
り
〞
に
し
て
も
、
男
性

社
員
よ
り
上
と
い
う
女
性
は
少
な
く
な
い
。
事
務
能
力
や
Ｉ
Ｔ
機
器
操
作
に
も
た
け
て

い
る
。
こ
う
し
た
女
性
の
力
を
〝
フ
ル
に
活
用
〞
し
な
い
手
は
な
い
。
男
性
で
は
浮
か

ば
な
か
っ
た
起
死
回
生
の
ア
イ
デ
ア
だ
っ
て
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
仏
壇
仏
具
業

界
の
今
の
〝
閉
塞
的
〞
な
状
況
に
風
穴
を
開
け
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

▽
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資
格
制
度
が
大
き
な
誘
因
と
な
っ
て
、
全
宗
協
の
組
合
員

は
増
強
に
転
じ
て
い
る
。
全
宗
協
発
足
時
の
三
百
七
十
名
を
回
復
す
る
ま
で
に
は
ま
だ

時
間
が
必
要
だ
ろ
う
が
、
三
百
七
十
名
は
視
野
に
入
っ
て
き
た
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の

機
を
逃
さ
ず
、
業
界
発
展
と
消
費
者
の
た
め
の
組
織
と
し
て
大
い
な
る
〝
再
出
発
〞
の

鐘
を
鳴
ら
す
べ
き
だ
ろ
う
。
女
性
部
の
設
立
も
そ
の
一
つ
と
言
え
ま
い
か
。
今
後
に
期

待
す
る
こ
と
大
で
あ
る
。

地区名 組合員 ご逝去 逝去日

北信越地区 ㈱山文商会 ご母堂みさを様 94歳 平成17年 ６月29日

阪奈兵和地区 ㈱松谷佛具店 ご尊父和内様 78歳 同 ７月25日

京滋地区 ㈱松栄堂 ご尊父茂太郎様 82歳 同 ７月29日

訃 報


